
学校番号 104 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 理科研究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 化学基礎 academia （実教出版） 

副教材等 2023 問題タイプ別 大学入学共通テスト対策問題集 化学基礎 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年時に学習した化学基礎と生物基礎の知識を踏まえ，物質や生物について，性質や特徴，変

化について知識や理解を深めることができるよう学習します。授業内容に留まらず身近な事象や

物質に興味を持ち，論理的に理解することで，望ましい自然観や物質観を身につけることを目標

とします。 

授業では化学基礎の復習の後に発展的な内容を扱うとともに実践問題演習を行います。探究的

な実験も行い，基礎学力を定着させつつ実践的な力も養います。授業を受けた後，化学基礎の教

科書を復習し，問題集にも積極的に取り組んでいってください。 

 

２ 学習の到達目標 

・身近な事物・現象に関することを題材にして，物質に関する基本的な概念，原理，法則を理解

する。 

・理科的な見方・考え方で見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，科学的に探究す

るために必要な資質・能力を身につける。 

・自然の事物・現象に関心をもち、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・理科に関する事物や現象

について，基本的な概念や，

原理・法則を理解し，知識を

身に付けている。 

・理科的な事物・現象に問題

を見出し，研究する過程を通

して，事象を科学的に考察

し，導き出した考えを的確に

表現している。 

・理科的な事物・現象に関心

や探究心をもち，意欲的にそ

れらを探究しようとすると

ともに，科学的態度を身に付

けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

物
質
の
変
化 

酸化と還元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸化剤・還元剤 

a.酸化還元反応を理解し，酸化数の定義の

有効性を理解する。 

b: 身近にあるものから酸化還元反応との

関連性を見出し，論理的に考察し，科学的

に判断できる。 

b.酸化還元反応の例として，金属のイオン

化傾向の実験を行い，その説明を科学的に

表現できる。 

c.燃焼，金属の精錬に興味をもち，酸化還

元の観点から意欲的に探究する。 

a.酸化剤と還元剤のはたらきを理解する。 

b.酸化還元反応における電子の授受の規

則性を見出し，反応式を表現できる。 

b.酸化還元反応の量的関係を理解し，反応

量を求めることができる。 

c.代表的な酸化剤，還元剤の観察，実験を

意欲的に行う。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 

物
質
の
変
化 

電池 

 

電気分解 

a.化学電池の代表的なものを知り，仕組み

について理解している。 

a.外部から加えた電気エネルギーによっ

て，各電極で酸化還元反応（電気分解）が

起こることを理解する。 

b.その反応に関与した物質の変化量と電

気量との関係を理解し、導き出した考えを

表現している。 

c:電気分解が充電であることを理解し，身

近にある充電反応を興味を持って探究す

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 

二
学
期 

 

知
識
の
確
認 

物質の構成 

物質の変化 

日常生活の化学 

a.物質について，その構成や変化を化学的

に理解し，説明することができる。 

b.物質を分類し，その性質を予測して，確

認するための方法を考え，表現することが

できる。 

c.主体的に問題に取り組み，不十分な部分

を復習すると共に，理解を深めるために身

近な事物・現象を既習事項と関連付けて理

解しようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 

計
算
問
題
対
策 

モル計算，濃度計算 

中和反応とｐH 

酸化還元反応 

a.中和や酸化還元反応において，量的関係

を求めることができる。 

b.滴定実験の測定データから，濃度を算出

し，環境などへの影響を考察して表現でき

る。 

c. 主体的に問題に取り組み，不十分な部

分を復習すると共に，実験探究における測

定誤差の原因や結果の検証に取り組む。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 



三
学
期 

 

実
験
・グ
ラ
フ
問
題
対
策
，
思
考
問
題
対
策
，
身
の
回
り
の
化
学 

実験操作と薬品の取り扱い 

 

気体の発生 

 

グラフ問題の解法 

 

思考問題の解法 

 

有機化合物 

高分子化合物 

食物栄養・繊維衣料・プラス

チック 

a.基本的な実験操作を身につけて行うこ

とができる。 

a.気体の発生方法や捕集方法を理解し，適

切な方法を選択できる。 

a.有機化合物，高分子化合物，食物栄養，

繊維衣料，プラスチックなど，身近な物質に

ついての化学的な理解を深め，その関連を

大まかに説明できる。 

b.グラフや表のデータを読み取り，量的関

係を導くことができる。 

b.過不足のある反応において，反応量を求

め，結果を予測することができる。 

c.化学的な知識や技術が，社会や日常生活

でどのように利用されているかを積極的

に学び，得られた知識を日常生活と関連さ

せたり，化学工業と関連づけて意欲的に探

究したりしようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


